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（出典）電力広域的運営推進機関2024年度年次報告書（2024年3月29日）

※年8760時間を対象とした各エリア需要1kWあたりのEUE（供給信頼度）
ハッチング箇所は、目標停電量を超過している年度・エリア



（参考）年間EUEとは

従来の需給のイメージ 現在の需給のイメージ

・供給側が火力・原子力など安定的に出力を出せる
電源中心
⇒主に需要にのみ不確実性
⇒需要最大断面の「予備率」で評価

・供給側に再エネ（主に太陽光）の大量導入が進む
⇒需要だけでなく、供給にも不確実性
⇒需要最大断面が「予備率」の最小でない状況が頻発

需要変動や電源の計画外停止などが発生した場合に
停電が発生する量を確率論的に評価する「年間EUE（※）」での評価へ移行

電源の多様化や再生可能エネルギーの大量導入の進展により、供給側の不確実性
が高まり、需給が最大となる断面での「予備率」だけで評価することが困難

需給両面の不確実性を前提に、停電が発生する量を確率論的に評価する年間EUE
により需給状況を評価し、追加オークションなど必要な需給対策を検討、実施

※EUEとは：Expected Unserved Energyの略で、各エリア供給力、他のエリアからの連系線効果も考慮の上で、需要変動や計画外
停止が発生した際の停電期待量
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